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問

新
築
の
際
、
太
陽
光
発
電

と
雨
水
枡
設
置
義
務
化
補
助
は

如
何
か
。

市
長

Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
と
し

て
の
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
１
つ

と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
で
は
各
家
庭
へ
の

太
陽
光
発
電
の
設
置
費
補
助
制

度
は
、
平
成
17
年
度
に
廃
止
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
単
独
補

助
金
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
八
街
市

宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、

宅
内
浸
透
貯
留
槽
、
も
し
く
は

調
整
池
を
設
置
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
開
発
行
為

と
な
ら
な
い
建
築
行
為
に
つ
い

て
は
、
建
築
確
認
申
請
提
出
時

に
窓
口
に
お
い
て
雨
水
浸
透
枡

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
状

況
で
す
。
宅
地
内
の
雨
水
浸
透

枡
は
、雨
水
の
流
出
を
抑
制
し
、

都
市
型
水
害
の
軽
減
を
図
り
、

あ
わ
せ
て
地
下
水
涵
養
に
寄
与

し
、
市
民
の
生
活
環
境
を
保
全

す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

雨
水
浸
透
枡
の
設
置
に
つ
い
て

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

八
街
市
全
体
の
建
物
の
屋

根
に
１
時
間
約
20
ミ
リ
の
雨
が

降
っ
た
場
合
の
水
の
量
と
い
う

の
は
、
大
体
ど
の
く
ら
い
か
伺

う
。

建
設
部
長

課
税
課
の
資
料
に

よ
る
と
、
八
街
市
の
建
築
物
の

総
数
は
、約
３
万
３
千
棟
で
す
。

１
棟
当
た
り
の
屋
根
面
積
、
大

体
２
階
が
多
い
の
で
、
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
30
坪
と
仮
定

す
る
と
、
20
ミ
リ
で
６
万
６
千

ト
ン
に
な
り
ま
す
。

問

本
市
に
お
け
る
年
間
の
新

築
件
数
を
伺
う
。
ま
た
、
そ
の

建
物
に
１
時
間
20
ミ
リ
の
雨
が

降
っ
た
場
合
の
水
の
量
を
伺
う
。

建
設
部
長

平
成
18
、
19
年
度

の
平
均
で
計
算
す
る
と
、
約
２

８
０
軒
で
す
。
水
の
量
は
５
６

０
ト
ン
で
す
。

問

建
築
主
に
対
し
、
新
築
・

増
築
の
際
、
雨
水
貯
留
槽
、
浸

透
有
効
利
用
施
設
の
設
置
の
届

け
出
を
義
務
づ
け
て
は
如
何
か
。

建
設
部
長

義
務
化
は
、
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

一
定
規
模
以
上
の
営
利
を

目
的
と
す
る
集
合
住
宅
、
ス
ー

パ
ー
、
ビ
ル
、
工
場
等
へ
の
雨

水
貯
留
槽
、
浸
透
有
効
利
用
施

設
の
設
置
を
条
例
化
で
き
な
い

か
。

建
設
部
長

大
規
模
な
建
物
等

に
つ
い
て
は
、
宅
地
開
発
指
導

要
綱
で
、
雨
水
・
排
水
の
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
利
用
に
つ
い
て
は
、事
業
者
、

そ
の
所
有
者
の
個
人
、
あ
る
い

は
企
業
努
力
で
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
質

人
個

雨
水
流
せ
ば
洪
水
・
溜
め
れ
ば
資
源

水
害
防
止
対
策
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
つ
い
て

古
場
　
正
春

◆
防
災
問
題
に
つ
い
て

問

８
月
５
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
被
害
状
況
は
如
何
か
。

市
長

床
下
浸
水
11
世
帯
、
道

路
冠
水
８
カ
所
、
土
砂
流
出
１

カ
所
、
落
雷
に
よ
る
火
災
が
３

件
で
す
。

問

防
災
無
線
の
個
別
受
信
機

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

個
別
受
信
機
は
90
台
、

行
政
区
長
、
火
災
連
絡
所
、
防

災
関
係
者
に
貸
与
さ
れ
て
お

り
、
個
人
へ
は
貸
与
し
て
い
ま

せ
ん
。

問

市
道
文
違
10
号
線
、
路
肩

崩
落
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

現
在
水
道
工
事
を
実
施

し
て
お
り
、
来
年
度
の
本
復
旧

工
事
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
予

定
で
す
。

◆
税
制
問
題
に
つ
い
て

問

「
落
花
生
の
郷
や
ち
ま
た

応
援
寄
附
金
」
の
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

現
在
２
件
、
62
万
８
４

８
１
円
で
「
便
利
で
快
適
な

街
」、「
安
全
で
安
心
な
街
」
に

使
途
指
定
し
た
寄
附
を
頂
い
て

い
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

平
成
19
年
に
市
民
参
加
協

働
条
例
を
整
備
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
遅
れ
て
い
る
理

由
は
何
か
。

市
長

ま
だ
、
研
究
の
段
階
で

あ
り
、
策
定
作
業
に
入
る
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

問

史
跡
「
小
間
子
牧
野
馬
捕

込
跡
」の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

小
間
子
牧
野
馬
捕
込

跡
の
所
有
者
は
八
街
市
で
す
。

史
跡
を
良
好
な
状
態
で
管
理
で

き
る
よ
う
、
指
定
文
化
財
の
保

護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
次
長

こ
の
土
地
は
市
と

開
発
業
者
が
協
議
書
を
締
結

し
、
用
地
の
帰
属
を
市
が
受
け

た
も
の
で
す
。
雑
草
が
乾
燥
す

れ
ば
、
火
災
を
起
こ
す
要
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
開
発
業
者
を

含
め
、
内
部
協
議
を
調
整
し
な

が
ら
文
化
財
と
し
て
適
切
に
管

理
し
、
良
好
な
状
態
で
後
世
に

受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

◆
千
葉
県
地
震
被
害
想
定
調
査

結
果
に
つ
い
て

問
質

人
個

災
害
情
報
の
共
有
へ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
を
提
案

桜
田
　
秀
雄

�
８
月
29
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
流
さ
れ
た
自
動
車

※
そ
の
他
、
災
害
対
策
の
た
め

に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

等
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

�
か
つ
て
は
、
こ
の
土
手

を
使
い
野
馬
を
追
い
込

ん
で
捕
ら
え
た


